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試験期間

試　料　名

　構造式

キシレノールの分解度試験成績報告書

昭和」0年9月！1日～昭和5’0年！2月22日

キシレノール　（試料廠K一／4置）

　　　　OH

試験方法及ぴ条件

　環保業第’号1

3！

32

33
〔
a
）

（b）

メチル基

　　　フェノール　02％

姻　　　クレゾール　24i3％
　　　キシレノール7∠3多

　　　P一コ伽ノール310％

菱鱗1謬微蟷による働勧解度　よる

試験箸置

　　酸素消費量自動測定機

　酸素消養量測定．

　　まイの記録による

　生分解試験後の直接定量法

　使用分析機器

　　全有鷹炭素分析計

　　ガスクロマトグラフ　検出器　FエD

　分析試料の前処理

　　　　　　　　試験液
　　　　　　　　　　　　・ろ過（姦2ろ紙）

TOO計試料1 　　へ　lGe試料

　（c）分析条件

　　　　全有機炭素分析計（T　O　G計）

　　　　　流速　T　C回路　．200m■／mia

　　　　　温度　TC炉　　880℃

　　　　ガスクロマトグラフ（（｝O）検出器F工D

　　　　　キャリアガス　　慨

　　　　　充てん剤　甥DEGS＋！％恥pO4
　　　　　ガラスカラム　　2mm¢×／m

　　　　　カラム温度i　　1／0℃

契　試験結果

酸素消費量による結塁⊥

TOG計による結果

L　　　　　　　　　尋　　σCによる結果
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L分解騨坐」魁亙．弄．1

よ　そ　の　他

　よイ　K一／45は（図一4）を見てもわかるように、多ぐの異性

　　　体の混合物である。そのためGσ分析ではできるかぎり異性

　　　体のピークを分脈・汚泥系で主要ピークが3本残つ煙で

　　　GO－M8の測定を行った所、皿／e！22のピーク左らぴにララ

　　　グメントより全てキシレノール異性体であることがわかった。

　　　標逢サンプルによりGCで同定（保持時間）した結果、2，3一，

　　　．Z，ナ一封よび3，5一キシレノールで商うと推定された。な

　　　む、2，∫一キシレノールの位置には、m一クレゾールの位置

　　　と重なるためσG－MSで検討したところm一クレゾールでぱ’

　　　凶！08のピークがあるが、K一／45試料では蛉／08にピ

　　ークが左く、m／e！22，108にピークがあるのでろ’一キシ

　　　レノールのみが残っていると推定されるo



　以上の結果から汚泥系の残留物は、2，5一キシレノール、

2，3一キシレノール、3，よ一キシレノールの3種であると思

われる。（図一5’一の～∫一＠参照）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以　　　上


